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人の

うごき

人　口	 5,530人	 （前月比	 －	10 人）

　男	 2,722人	 （前月比	 －	 2 人）

　女	 2,808人	 （前月比	 －	 8 人）

世 帯	 2,747世帯	 （前月比	 －	 5世帯）
（平成 31 年２月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 29件 （ 33件）

 59件 （ 60件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（１人）

２人（１人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

１件（０件）

２件（０件）

発生件数

１件（１件）

２件（１件）

区　分

２月

31年１～２月

区　分

２月

31年１～２月

１月21日～２月20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

畑中　大貴	 ♡	吉田　沙里菜	 北星町

●お誕生おめでとうございます

其 浦 　 朔
さく

	（ 力 	 紗奈江)	東　町

●おくやみ申し上げます

金子　イヨ子	　８０歳	 新　栄

工藤　貞子	 　８８歳	 美　宇

齋藤　　實	 　８９歳	 本　町

浦船　　隆	 　８６歳	 北星町

髙橋　喜市	 １０４歳	 太　陽

早川　　廣	 　９６歳	 美　宇

荒木　キエ	 　９１歳	 東　町

豊巻　　浩	 　９６歳	 西泊津

工藤　章一	 　８２歳	 東　町

泉　　シヅ	 　８７歳	 北星町

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓『新入学期の交通事故防止』
〇横断歩道は歩行者最優先　　　〇スピードダウンでゆとりを持った運転を

〇交差点はしっかり安全確認を　〇歩行者は夜光反射材の着用を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静内警察署

　

第
十
話

　

　
「
札
幌
市
街
地
の
新
冠
通
り
に
つ
い
て
」

（
要
約
文
）

　

札
幌
市
で
発
行
し
た
『
札
幌
歴
史
地
図
』
と

い
う
本
に
、
「
新
冠
通
り
」
と
い
う
名
称
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
り
は
ど
の
よ
う
な
経

過
で
つ
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
ろ
う
か
。

　

明
治
２
年
、
札
幌
本
府
の
建
設
が
開
拓
使
判

官
島
義
勇
の
指
揮
の
下
に
開
始
。
市
街
地
区
域

の
概
定
を
は
じ
め
、
積
雪
の
中
で
官
舎
や
倉
庫

の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
明
治
４
年
、
開
拓
使
判

官
岩
村
通
俊
が
札
幌
本
府
経
営
の
主
任
官
と
な

り
、
都
市
計
画
案
の
決
定
、
街
路
や
街
画
の
測

量
を
は
じ
め
、
道
路
造
成
や
河
道
切
替
工
事
も

着
手
さ
れ
た
。
こ
の
都
市
計
画
と
並
ん
で
、
建

物
づ
く
り
に
は
ア
メ
リ
カ
人
技
術
者
が
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
か
ら
多
勢
来
道
し
た
こ
と
に

よ
り
、
開
拓
期
の
ア
メ
リ
カ
と
情
景
が
似
て
い

る
こ
と
も
札
幌
の
特
徴
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
通
り
名
に
北

海
道
内
の
地
名
を
付
す
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。

　　

明
治
５
年
９
月
19
日
布
達
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。（
一
部
抜
粋
）

　

創
成
通　

上
川
通　

空
知
通　

樺
戸
通

　

石
狩
通　

札
幌
通　

厚
田
通　

浜
益
通

　

夕
張
通　

雨
竜
通　

日
高
通　

沙
流
通

　

※
新
冠
通　

静
内
通　

三
石
通　

浦
河
通

　

様
似
通　

幌
泉
通　

渡
島
通　

爾
志
通

　

檜
山
通　

津
軽
通　

福
島
通　

上
磯
通

　

胆
振
通　

山
越
通　

虻
田
通　

有
珠
通

　

室
蘭
通　

幌
別
通

　

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
14
年
に
は
国
郡
名
に

よ
る
通
り
名
を
、
現
在
の
条
丁
目
に
改
め
た
。

今
後
も
拡
大
す
る
市
街
地
に
、
多
く
の
国
郡
名

を
付
す
る
こ
と
は
繁
雑
に
な
り
実
用
的
で
な
い

た
め
で
あ
る
。
か
つ
て
札
幌
市
街
地
で
呼
ば
れ

た
「
新
冠
通
り
」
を
知
っ
て
い
る
札
幌
市
民
は

皆
無
に
近
い
で
あ
ろ
う
し
、
新
冠
町
民
も
ま
た

同
様
で
あ
ろ
う
。
札
幌
を
訪
れ
た
際
に
、
か
つ

て
の
「
新
冠
通
り
」
を
偲
ん
で
み
る
の
も
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

「新冠通り」が記された札幌市街地図（明治5年）

＊『新北海道史』第3巻より


